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１．はじめに

保存修復科学センターでは，博物館・美術館などの文化財公開施設において，借用などの移
動を伴う文化財などの展示が予定される場合，当該施設の館内環境調査を文化庁美術学芸課と
協力して行っている。その調査のあらましについては以前述べたが１），平成５年度からは各館
ごとに，その規模や施工時期などについて，予め定まったフォーマットに従って整理している。
平成５年度〜 20年度についてはすでに報告したので２, ３），ここでは平成21年度に行った館内環
境調査に関して概括する。

２．相談館全体の傾向

相談件数および相談館数については，図１のとおりである。相談件数は551件で，前年度（554
件）とほぼ同じであった。

相談館の地域分布は例年と同様，関東，中部，近畿地方の公開施設が多く，この３エリアで
全体の８割近くを占めた（図２）。

３．平成21年度館内環境調査報告書提出館30ヵ所の傾向

集計方法などは既報と同じである。相談件数およびその経時変化，相談館の地域分布，開催
時期，借用計画をたてた時期，コンクリート打設完了から開館までの期間について図示する（図
１〜６）。また，平成21年度に報告書を書いた30館（このうち１館については，同年度中に２
回報告書を，別の１館は４回作成）の基礎データを表１に記す。

借用時期は，開館後２年以上経過した館は全体の８割を占め，開館から間もない時期の借用
は少なかった。（図３）。竣工から開館までの期間は，１年以内が約８割，その半数が６ヶ月以
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図１　保存環境に関する相談件数（平成21年度）
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内であった。（図４）。開館時期については10月が最も多く，次いで４月と３月が多かった。（図
５）。コンクリートの打設完了時期から開館までの期間は２年以内の館が８割強，そのうち約
半数は１年以内であった。

４．考察

平成21年度は，環境調査報告書提出館のうち，開館後２年以上経過したものが多数であった。
一方，開館（改装も含め）後間もない借用も少なくない。竣工から開館までの期間も短くなる
傾向がある。展示室，収蔵庫内の酸，アルカリ環境は２夏を経ないと中性にならない場合が多
いので，十分かつ適切に空気環境をチェックする必要がある。

５．さいごに

今年度は夏期の記録的な猛暑で，環境維持に苦労された館が多いと思う。特に，空調設備が
不十分な場合はなおさらであっただろう。今後もこのような異常気象が起こりうると思われる
ので，少しでも不安があれば，躊躇無くご相談いただきたい。もちろん，こちらもそのために
必要な情報は当センターの WEB ページ（http://www.tobunken.go.jp/~hozon/index.html）を
通して随時提供していくので，目を通していただければ幸いである。
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表１　調査館の基礎データ
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（a）相談館全体の地域分布 （b） 平成21年度館内環境調査報告書提出館
30館の地域分布

図２　相談館の地域分布（平成21年度）

図３　開館から館内環境調査報告書を必要
　　とする資料を借用するまでの期間

図４　竣工から開館までの期間
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図５　平成21年度館内環境調査報告書提出館の開館月

図６　コンクリート打設完了から開館までの期間
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The National Research Institute for Cultural Properties, Tokyo, in collaboration with the 

Agency for Cultural Affairs (Bunkacho) advises museums on how they should design their 

facilities to provide adequate environment for the exhibition of nationally designated cultural 

objects. This report shows some statistical data of inspected museums in 2008.

The number of advice given was 551 in 2009. Results of inspection were reported to 26 

museums in 2009 for their exhibition.  
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